
2019年に中国武漢市で発見された新型コロナウイルスによる感染症（COVID-19)は瞬く間に
世界規模のパンデミックに拡大し、多くの人々が死亡に至ったもので、この感染予防にも一
定対応する新型コロナウイルスワクチン（ファイザー社製及び武田/モデルナ社製）を出来る
だけ早期に市民の皆さまに接種いただくことは、感染症対応として国民・市民の生命はもち
ろん、その方や周りの方々の生活を守るためにも、ワクチン接種事業は緊急性かつ最重要
事業です。

本市では、富田林医師会のご尽力のもと、またパーフェクトリバティ教団のご厚意により昨
年5月よりPL錬成会館をお借りして大規模集団接種体制を基本にワクチン接種の推進を
図ってまいりました。広大な会場や駐車場等により時間当たり接種人数は最大３６０人にも
対応するほか、特に車椅子で移動される高齢の方などにも接種がスムーズに対応できたこ
と、また主要駅からのワクチンバス運行などにより、比較的短期間で多くの方に接種いただ
けたと考えています。また、令和3年夏から秋の一時期には済生会富田林病院やすばる
ホールもお借りして集団接種を実施しました。
これまで、令和３年春の１・2回目（当初）ワクチン接種が始まり、同年冬から３回目接種（第
一期追加接種）に、令和４年夏前から４回目接種（第二期追加接種）も同時に進行し、９月
末からは、オミクロン株対応ワクチン接種（令和４年秋開始接種）として実施してきました。
また、集団接種体制に加え、本年秋からは各医療機関のご協力のもと、個別接種も実施い
ただき、皆様方のご協力によりワクチン接種の早期推進を図ってきました。



令和4年11月22日時点での本市のワクチン接種状況ですが、
本市全体の2回目接種率は、８６.６％（全国平均の全体では８０.４％、大阪府平均は７６.
４％）、また、本市の3回目接種率は、７２.１％（全国では６６.８％、大阪府は６０.３％）、4回
目接種率（全体に対する接種率）は、４１.５％（全国では３７.６％、大阪府は３１.４％）と、本
市においては大規模集団接種体制を基本にワクチン接種を推進したことで、全国平均の全
体の接種率や、特に大阪府の全体の接種率とも比較しても、本市の接種率は高くなってい
ます。



令和3年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用した事業として、富
田林市プレミアム付商品券事業「買ってお得！地域のお店・事業者応援商品券」を実施し
ました。

本事業は、新型コロナウイルス感染症の拡大により深刻な影響を受ける地域事業者及び
市民の生活を支援するため、本市内に所在する商店等において共通して利用できるプレミ
アム付商品券を発行することにより、地域における消費を喚起し、もって地域経済の活性
化を図ることを目的としました。全市民1人1冊購入できる商品券として、1冊5,000円分の
商品券を2,000円で販売し、令和3年10月1日から12月12日まで商品券の販売を行い、令
和3年10月1日から12月31日までを商品券の利用期間としました。



本事業の結果として、対象者全員が商品券を購入した場合の発行総額は5億5,000万円で
あるが、実際に購入された発行総額は4億2,525万円（全市民の内77.3％が購入）でした。
そして、購入された商品券のうち、実際に店舗で利用されたのは4億2,233.2万円であり、
発行総額4億2,525万円に対する利用率は99.3％となりました。

また、商品券取扱店舗の最終登録店舗数は、551店舗でした。令和元年度に実施した商
品券事業306店舗、平成27年度に実施した商品券事業449店舗と比較しても、過去最高の
店舗参加数だったことがわかります。



本事業に伴う需要増加により誘発された生産活動や原材料の生産など、市内産業全体へ
の効果を検証するために、大阪府の産業連関表（経済波及効果を算出・推計する際の基
礎資料）を用いて経済波及効果を算出した結果、事業全体の経済波及効果は約5.78億円
であることも分かりました。

当該事業の実施により、普段は市外で利用するサービスを商品券をきっかけに市内で利
用された方や、「普段と異なる買い物」や「普段を越える買い物」をされたことによる新規の
消費等によって、コロナ禍の影響を受けている市内事業者と、市民への効果的な支援に
つながったものと考えております。



本市では、新型コロナウイルス感染症の陽性者として、保健所などから自宅療養を指示され
た市内在住の方に対し、感染予防用品、生活用品などを提供する等の自宅療養者等サポー
ト事業を実施しています。
事業内容は、食料品として、緊急時に備えることができる、カップ麺やレトルトカレー、パック
ご飯など3日分程度を陽性者1人に対し1セット、日々生活に必要な生活用品は1世帯が数日
程度使用できる分量を1セットとして、支援をしています。
お申込みをいただければ、宅配事業者を通じて、速やかに自宅までお届けしています。
また、ゴミ出し支援として、市職員が直接ゴミの引き取りを行う支援も行っています。
次にこれまでの支援件数ですが、令和3年4月22日の事業開始以降、令和4年10月末までの
用品提供支援の累計は、2024世帯3333人です。
事業を開始した令和3年4月から1月12日までの支援件数は、17世帯38人でしたが、今年に入
り、オミクロン株による第6波の影響により支援件数も急増しました。
この支援事業の対象者は、他の親族等から支援を受けることが困難なご家庭の中で陽性と
なられた方としています。
お困りの方がおられましたら、サポート事業専用ダイヤルにご相談ください。


